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Ⅰ 研究目的

卒後6年目以上の看護婦の院内研修を,講演会中心から主体的に自分達の課題を解決してゆく小

集団活動に切りかえて4年が経過した｡看護部目標は看護サービスの質の向上があげられ,医療補

助中心から,看護を中心としたものへと検討されるようになった｡小集団活動することで,先輩と

しての問題意識がどのように変ってきたのか,又取り組み課題の分類から必要課題が何であったか｡

婦長が研修者の成長をどうみているか,合わせて検討したので報告する｡

Ⅱ 方 法

1. 期間 昭和60年4月～63年 3月

2.対象 その年の卒後6年目以上看護婦全員 (時に5年目以上)約120名 (図- 1)0

3.方法

① 4年間の取り組み課題を年度別,内容別,病棟別に分焦し推移を検討した.

㊥ 昭和61年と63年に課題の選択の良否,チームの協力度を2項選択で,課題の達成度を%で求

め比較した｡

㊥ 昭和62年に婦長に部下の成長についてメモ書きしてもらった (昭和63年には方法が違い比較

できなかった)0

④ 小集団活動開始前と4年間活動した後で ｢後輩指導するうえで困っていることを3つ以上記

述せよ｣と答えを求め比較検討した｡ (記述内容の分類はその年の教育委員によりおこなわれ

た｡内容別に集計し研修者数で除し%で表わした｡)

Ⅲ 結 果

1. 4年間の取り組み課題は148題であった｡

内容別に分頬すると,図-2のごとく看護実践に関するものが50%,業務管理24.3%,教育

13.5%,チームワーク24.2%であった｡ .

<看護実践に関するもの74題の内容> 図｣3

看護記録 27

看護手順 21

伝達引継 7

カンファレンス 7他

患者ケアン 4 等であった｡
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<業務管理に関するもの36題の内容>

業務分担 11

整理整頓 9

事故防止 7 等であった｡

<教育に関するもの20題>

新人教育 15

学生指導 5

<職場のチームワークに関するもの18題>

接 偶 7

リーダー業務 6

チームワーク 5 等であった｡

年代別取り組み課題の推移は (図4)

昭和60年 新人指導 11 看護手順 7他

61年 看護手順 7 整理整頓 5他

62年 看護記録 8 看護手JLUi 5他

63年 看護記録 17 業務分担 3他であった｡

2.部所毎課題数は北7,中3,南1,中手が多く中材は少ない (図-5)

3.研修終了後のアンケートの比較 (図-6)課題の選択は両年とも97%が良としている｡

4.チームの協力度は63年がユ0%増え89%であった (図-7)

5.課題の達成度は70%以上が63年が7%増え60%であり,達成度50%以下が63年が2%減って25

%であった (図-8)

6.婦長の79%がリーダーシップをとり,後輩指導ができるようになったと成長を認めている

(図- 9)

7. ｢職場で先輩として問題と思われること｣の変化の比較 (図-10)

<減少している内容>

①後輩指導方法がわからない

(むコミュニケーションがとれない

④服務規律が守られない

④学習会が持てない

<増加している内容>

(∋申し送り,記録,カンファレンス

(参自己啓発
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Ⅳ 考 察

小集団活動の目指すものは ｢看護サービスの質の向上｣である｡取り組まれた148課題はすべ

て看護サービスの質の向上と結びついている｡又6年目以上の看護婦にこの活動をとり入れたも

う一つの目的は,自己啓発,相互啓発を促し,人材育成と職場の活性化を図る教育的意義の一部
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を担うことであった｡教育的効果としての問題解決能力の向上については4年間のとり組みの中か

らつちかわれてきている｡協力関係の強化においてもチーム員をまきこみよい関係を作っている｡

マンネリ化の打開についても今迄の手順を見なおしたり,看護記録にとり組んだり,問題と思われ

る事の多くが検討されている｡

研修という枠組みのなかの活動ではあるが,自主的に選択した課題に取り組み自主性も育ちつつ

ある｡仮に達成度70%以上を達成度が良いとするならば,昭和63年には60%が味わっており,25%

の人が味わえなかった事になる｡達成度の高低が指導者の問題なのか,この活動への参加度合なの

か,何が原因であるかは今後検討してゆかなければならない｡

研修後の問題意識の変化にもはっきりと活動の効果が現われている｡看護サービスの質の向上と

教育的意義において,小集団活動は効果があったと考える｡

Ⅴ ま と め

小集団活動を研修にとり入れ,次のような効果があった｡

1.問題解決能力が向上し,協力関係が強化され,マンネリ化の打開ができた｡又自主性が育って

きている｡
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図-1 全看護婦数に対する研修者及び新人の割合

図-2 課題の分類
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図-3 年代別 項目別 課題数
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さO lPで

無骨宮 守i:'f:::;:i:真幸持寺島

i::肯.::..::.::.:::;.;::.::.::.::.::.:守.::.:i::.:;::.:::89.i:'.感:.:i::.::.:i.::3.::.::.:i::..::.:i:.::.i::.:室:i:.i.:i:.i

咋S rX) 無回答

図-6 課題の良否
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図-7 チームの協力度
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図-9 婦長のみた成長
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図-8 達成度別分類
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図-10 問題意識の変化
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